
　
利
用
者
の
減
少
に
伴
う
損
失
額
の
増
加
で
廃
止
か
存
続
か
で
揺
れ
た
秋
田

内
陸
線
は
平
成
20
年
９
月
、
当
時
の
寺
田
秋
田
県
知
事
、
北
秋
田
市
長
、
仙

北
市
長
の
３
者
合
意
に
よ
り
、
当
面
の
存
続
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。 

　
内
陸
線
応
援
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
な
い
り
っ
く
ん
」の
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
昨
年
の

取
組
み
と
、
今
後
の
利
用
促
進
活
動
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

広げよう交流の輪
続けよう支援の輪
秋田内陸線

広げよう交流の輪
続けよう支援の輪
秋田内陸線

広げよう交流の輪
続けよう支援の輪
秋田内陸線

　
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
動
や
地
域
住
民
の
熱
心
な
乗

車
運
動
な
ど
で
、
平
成
20
年
度
の
利
用
者
数
は
47

万
人
で
前
年
度
よ
り
も
２
万
７
０
０
０
人
ほ
ど
増

加
し
ま
し
た
。
平
成
元
年
の
開
業
以
来
毎
年
の
よ

う
に
減
少
し
て
い
た
利
用
者
数
が
よ
う
や
く
下
げ

止
ま
り
、
僅
か
な
が
ら
増
加
に
転
じ
ま
し
た
。
ま

た
損
失
額
も
２
億
４
２
０
０
万
円
で
前
年
度
よ
り

２
０
０
０
万
円
ほ
ど
減
少
し
ま
し
た
。
21
年
度
10

月
末
の
利
用
者
数
は
30
万
７
０
０
０
人
で
前
年
同

期
比
で
は
若
干
上
回
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
今
後
は
、
お
座
敷
列
車
や
ご
っ
つ
お
列
車
の
運

行
、
マ
イ
レ
ー
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
で
昨
年
を

上
回
る
利
用
者
の
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
２
月
に
は
全
線
開
業
20
周
年
を
記

念
し
て
式
典
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
。
21
年
度
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
、
秋
田
内
陸

公
共
交
通
連
携
計
画
に
基
づ
く
再
生
総
合
事
業
が

22
年
度
も
実
施
さ
れ
ま
す
。
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
の
列

車
増
発
に
よ
る
秋
田
内
陸
線
の
利
便
性
向
上
や
、

テ
レ
ビ
、
新
聞
な
ど
マ
ス
コ
ミ
を
利
用
し
た
宣
伝

広
告
、
駅
舎
内
へ
の
電
子
看
板
設
置
、
内
陸
線
活

性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
秋
田
内
陸
線
の
利
活
用
促

進
事
業
を
実
施
し
、
内
陸
線
の
利
用
者
増
を
図
り

ま
す
。 

　
ま
た
４
月
に
開
院
す
る
市
民
病
院
ま
で
の
２
次

ア
ク
セ
ス
と
し
て
米
内
沢
駅
と
市
民
病
院
間
の
路

線
バ
ス
運
行
や
合
川
駅
と
市
民
病
院
ま
で
の
乗
合

タ
ク
シ
ー
の
実
証
運
行
が
行
わ
れ
ま
す
。
市
役
所

職
員
に
対
す
る
内
陸
線
利
用
通
勤
の
働
き
か
け
、

小
・
中
学
生
の
通
学
利
用
へ
の
取
り
組
み
、
沿
線

ふ
る
さ
と
教
育
推
進
事
業
な
ど
も
引
き
続
き
実
施

し
ま
す
。
ハ
ー
ド
面
で
は
安
全
対
策
工
事
が
検
討

さ
れ
て
い
ま
す
。
老
朽
化
し
た
設
備
を
修
繕
、
交

換
す
る
こ
と
で
安
全
・
安
心
・
定
時
運
行
を
確
保

し
、
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
り
ま
す
。 

◎
交
流 

　
昨
年
は
内
陸
線
の
利
用
促
進
と
し
て
、
自

治
会
や
会
社
で
の
親
睦
会
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流

大
会
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
数
多
く
行
わ
れ
ま

し
た
。 

▽
５
月
５
日
に
開
催
さ
れ
た
県
南
と
県
北
の

サ
ッ
カ
ー
交
流
大
会
「
サ
ク
ラ
カ
ッ
プ｣

（
参

加
者
９
チ
ー
ム
・
１
８
０
人
）
を
鷹
巣
高
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
。
ま
た
、
10
月
４
日
に

も
同
じ
く
「
も
み
じ
カ
ッ
プ
」
と
し
て
仙
北

市
を
会
場
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。 

▽
７
月
26
日
、
仙
北
市
西
木
ク
ラ
ブ
と
阿
仁

倶
楽
部
の
５
０
０
歳
野
球
の
交
流
大
会
（
参

加
者
40
人
） 

▽
９
月
６
日
、
独
身
男
女
の
出
会
い
の
場
「
夏

の
ス
ー
パ
ー
ラ
ブ
ト
レ
イ
ン
で
角
館
散
策
グ

ル
メ
ツ
ア
ー
」（
参
加
者
40
人
） 

▽
９
月
10
日
「
第
３
回
内
陸
線
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
交
流
大
会
」（
参
加
者
１
６
０
人
） 

▽
９
月
18
日
劇
団
四
季
主
催
の
「
こ
こ
ろ
の

劇
場
」（
北
秋
田
市
、
仙
北
市
の
小
学
校
６
年

生
を
対
象
） 

◎
支
援 

　
北
秋
田
市
建
設
業
協
会
で
は
、
20
年
度
に

ホ
ー
ム
手
摺
の
塗
装
、
駅
舎
ま
で
の
道
路
や

ホ
ー
ム
の
舗
装
等
、
内
陸
線
存
続
へ
向
け
協

力
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
米
内
沢
駅
と

合
川
駅
の
老
朽
化
し
た
倉
庫
の
解
体
を
行
い

ま
し
た
。（
米
内
沢
駅
は
秋
田
土
建
㈱
、
合
川

駅
は
㈱
佐
藤
庫
組
） 

　
ま
た
、
各
駅
の
愛
護
会
に
よ
る
清
掃
・
除

雪
作
業
な
ど
日
常
の
活
動
の
ほ
か
に
も
、
桜

庭
木
材
、
荒
瀬
自
治
会
、
愛
郷
愛
護
会
、
北

秋
田
市
職
員
労
働
組
合
青
年
部
、
マ
タ
ギ
ス

タ
ッ
フ
、
北
秋
田
地
域
振
興
局
等
に
よ
る
駅

舎
・
ホ
ー
ム
の
修
繕
、
草
刈
り
な
ど
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。   

　
秋
に
は
、
や
す
ら
ぎ
の
駅
整
備
事
業
（
県

事
業
）
に
よ
る
内
陸
線
駅
周
辺
へ
の
桜
の
植

樹
活
動
が
行
わ
れ
、
大
野
台
駅
、
阿
仁
マ
タ

ギ
駅
な
ど
に
計
６
箇
所
１
５
０
本
ほ
ど
の
桜

が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。
今
年
の
春
に
は
僅
か

な
が
ら
も
桜
の
花
が
見
ら
れ
そ
う
で
す
。 

　
皆
さ
ん
の
協
力
の
も
と
、
沿
線
の
魅
力
が

よ
り
高
め
ら
れ
ま
し
た
。 

◎
地
域
の
連
携 

　
内
陸
線
を
中
心
に
各
種
団
体
に
よ
る
地
域

の
活
性
を
目
指
し
た
活
動
が
盛
ん
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体

が
連
携
を
取
っ
て
協
力
し
て
い
こ
う
と
取
組

ん
で
い
ま
す
。  

▽
沿
線
観
光 

　
秋
田
県
、
北
秋
田
市
、
仙
北
市
、
商
工
会
、

観
光
協
会
、
内
陸
線
等
の
協
同
に
よ
る
東
京
、

横
浜
な
ど
首
都
圏
で
の
観
光
Ｐ
Ｒ
、
モ
ニ
タ
ー

ツ
ア
ー
の
実
施
、
商
品
の
開
発
な
ど
地
元
資

源
の
活
用
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
観
光

ア
テ
ン
ダ
ン
ト
に
よ
る
内
陸
線
に
乗
車
し
て

の
観
光
案
内
や
特
産
品
の
紹
介
な
ど
も
行
わ

れ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
仙
北
市
が
事
業
主
体
と
な
っ
て
進

め
て
い
る
「
元
気
再
生
事
業
」
に
、
民
間
団

体
の
内
陸
線
エ
リ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
、
内

陸
縦
貫
鉄
道
の
存
続
を
考
え
る
会
が
参
加
し
、

阿
仁
合
駅
と
比
立
内
駅
を
拠
点
と
し
た
散
策

ル
ー
ト
や
駅
市
の
検
討
な
ど
、
地
域
資
源
の

発
掘
と
活
用
に
つ
い
て
取
組
ん
で
い
ま
す
。 

▽
公
共
交
通 

　
昨
年
度
設
立
さ
れ
た
秋
田
内
陸
地
域
公
共

交
通
連
携
協
議
会
は
、
北
秋
田
市
と
仙
北
市

か
ら
各
種
団
体
や
行
政
関
係
者
が
集
ま
り
、

地
域
交
通
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
中
で
、
内
陸
線
や
秋
北
バ
ス
な
ど
各

交
通
事
業
者
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
新

病
院
な
ど
の
公
共
施
設
と
集
落
を
結
ぶ
路
線

や
、
内
陸
線
の
駅
か
ら
集
落
ま
で
の
２
次
ア

ク
セ
ス
、
交
通
空
白
地
域
の
解
消
に
向
け
事

業
を
進
め
て
い
ま
す
。 

ないりっくん
各地で内陸線ＰＲに大活躍

　「ないりっくん」は、地元イラストレーター

長牛寿子（鷹巣）さんがデザインした内陸線応

援キャラクターです。 

　昨年９月には着ぐるみを制作しました。そ

の真っ赤なボディーと愛くるしい笑顔は子ど

もから大人まで幅広く人気を集めています。 

　これまで県内のイベントはもとより東京や

仙台にも出向くなど、内陸線と沿線地域を元

気にするため、みんなの夢と期待をのせて頑

張っています。 

（プロフィール）

◎名づけ親：地元の保育（幼稚）園の子どもた

ちが考えてくれた名前です。 

◎性　　格：正義感が人一倍強く、心優しい

男の子。ウルトラマンのような

ヒーローにあこがれています。 

◎好きなもの：毎日走っている内陸線の景色。

きれいな自然の風景と、とても

おいしい山の空気が大好き。 

◎そ の 他：おじいちゃんは米代児童公園に

いる「ポッポじい」です。その温

かい目に見守られて、ないりっ

くんはたくましく成長しています。 

▲ホームの手すりの塗装ボ 
ランティア活動の様子 

Ｃ なこうしとしこなこうしとしこ Ｃ なこうしとしこ 
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